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【論文要旨】
Retail internationalization has attracted a lot of attention from researchers since the late 1980s.
After nearly 30 years of research, previous studies have provided a great insight into the phenome-
na. There is a need to clarify the future research direction in order to further improve our under-
standing of retail internationalization and to further develop this academic ˆeld. Therefore, the pur-
pose of this study is to identify the future research agendas through reviewing previous study of in-
ternational store operations, which is one of the most important topics in retail internationalization.
It concludes that complex developing process of subsidiaries in foreign market need to be examined
in the future.
【キーワード】 Retail internationalization, Market entry, International strategy, International retail
divestment, Retail internationalization process
 はじめに
小売国際化研究は，1980年代後半から小売企業の急速な国際化にともなって活発化した。小売
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1 既存研究では，環境要因と組織要因を明確に分けてプッシュ要因とプル要因を論じているわけではない。例


























































トまで様々である（Treadgold and Davies 19883538）。






果，Treadgold and Davies (1988）が抽出した規定要因に加え，素早く多国間にわたって事業を展
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いても注目されているテーマである。Alexander et al. (2007）は，西ヨーロッパ小売企業を対象に，
Alexander et al. (2011）は，東ヨーロッパ小売企業を対象に，複数のデータベースを利用し，小
売企業の参入市場選択および国際化活動への規定要因を解明しようとしている。その結果，西ヨー
ロッパの小売企業は，消費者の購買力が低い市場に参入する傾向がある。そのうち，GDP 規模が
大きく，小売企業同士の競争が緩やかな市場が選好される（Alexander et al. 2007429）。一方の
東ヨーロッパ小売企業は，消費者の購買力が高い市場に参入する傾向があることは明らかになった
（Alexander et al. 2011192.）。換言すれば，進出先における消費者の購買力，経済規模および競
争状況は，小売企業の参入市場選択に影響を与えるということである。
初期の研究では，小売業態や参入様式を問わない傾向があるのに対して，近年では，特定の種類




































































































出典Salmon and Tordjman (1989), p. 12.










権的管理を採用するのが特徴である（Salmon and Tordjman 1989611）。











インターナショナル グローバル トランスナショナル マルチナショナル
地理的範囲 1 つの大陸 2 つ以上の大陸 1 つ以上の大陸 1 つ以上の大陸
文化的拡張 1 つの文化ゾーン 2 つ以上の文化ゾーン 2 つ以上の文化ゾーン 2 つ以上の文化ゾーン



















出典HelŠerich et al. (1997), p. 303の表 2，表 3 より筆者作成。
3 Bartlett and Ghoshal (1989）は，製造業の多国籍企業を「マルチナショナル」，「グローバル」，「インター
ナショナル」，「トランスナショナル」の 4 種類に分類したうえで，それぞれの組織特徴を検討している


















































































































編（organizational restructuring）」，「売却（sell-oŠs）」，「部分売却（partial sales）」，「完全売却（total sales）」






































出典Alexander et al. (2005), Burt et al. (2004）より筆者作成。
して，進出先からの撤退があまり分析されてこなかった。その最大理由は，撤退データの不足であ
る。しかし，1990年後半に入ると，小売企業による撤退が顕著化した（川端 2000109128












理および資源），◯ステークホルダーの圧力と認識が挙げられる（Burt et al. 2003365）。






それに対して，Burt et al. (2002）は，マークススペンサーを事例に，その過去30年にわたる
国際化戦略と関連しながら，1990年代後半における大規模な撤退活動を検討し，撤退をもたらし









































展開した（Cairns et al. 20103138）。
海外市場における業績を問わずに，本社の業績悪化による撤退も数多く見られる。川端（2000）
では，アジアにおける日本小売企業の撤退原因が，日本本社側の倒産や事業リストラによるものが
最も多いことを示している（川端 2000117）。Burt et al. (2002213214）および Cairns et al.
(2008126）も，本国事業の業績悪化は，海外市場からの撤退を誘発・加速化させる可能性があ
ると指摘している。以上をまとめると，撤退の規定要因は図表 7 の通りとなる。
撤退は一つのプロセスである（Clark and Wrigley 1997346352Burt et al. 200911）。それ
にもかかわらず，撤退に関するほとんどの研究は，撤退形態および撤退への規定要因分析に集中し
























小売国際化プロセス研究の代表としてよく取り挙げられるのは，Vida and Fairhurst (1998）の
研究である。Vida and Fairhurst (1998）は，小売企業の行動に注目し，国際化プロセスを「前
提」，「プロセス」，「結果」という 3 つの過程に分けている（図表 8）。国際化の前提条件として，
意思決定者および企業の特性といった組織要因が重要視される。従来の参入動機研究では組織要因
とともに，国内市場の飽和や出店規制，海外市場の成長性といった環境要因が並列に取り挙げられ
る。それに対して，Vida and Fairhurst (1998）のモデルでは，外部環境はあくまでも意思決定者
の主観的判断を通して企業行動に影響を及ぼすと考え，小売企業の国際化プロセスに顕著な影響を













出典Vida and Fairhurst (1998), p.145.
考慮しなければならない（Vida and Fairhurst 1998146147）。
これらの戦略的意思決定は，小売国際化の成果に影響し，その成果はフィードバックされ，次ぎ
なる国際化の「前提」に直接影響し，国際化の推進要因・阻害要因のバランスに間接的に影響を及





矢作（2002, 2007）は，Vida and Fairhurst (1998）のモデルを参考にしながらも，大幅に修正




このモデルには 2 箇所の独自性が含まれる。1 つ目は，戦略立案・実行に「小売事業モデル」を
組み入れたところである。2 つ目は，参入時期が参入後の成果に影響を与えるループを加えたこと
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